
日
本
の
監
理
団
体
で
最
近
、
話
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
技
能
実
習
生
の
候
補
者
が
集
ま
ら
な
い
、

面
接
で
合
格
又
は
許
可
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル

が
多
発
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
人
達
は
、
現
地
か
ら

の
情
報
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
韓
国
へ
労
働

者
と
し
て
出
稼
ぎ
に
行
く
よ
う
で
す
。

か
つ
て
、
韓
国
は
、
日
本
の
「
外
国
人

技
能
実
習
制
度
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
外

国
人
産
業
技
術
研
修
制
度
」
を
運
用
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
同
様
、
人
権

侵
害
の
問
題
が
多
発
し
「
現
代
版
奴
隷
制

度
」
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０

４
年
に
新
し
い
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
制

度
と
し
て
「
雇
用
許
可
制
」
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

雇
用
を
希
望
す
る
企
業
は
、
政
府
機
関

に
雇
用
の
希
望
申
込
み
を
行
い
ま
す
。
希

望
し
た
企
業
は
誰
で
も
受
入
れ
が
可
能
に

な
る
わ
け
で
は
な
く
、
政
府
の
指
示
で
、

自
国
民
の
韓
国
人
労
働
者
の
求
人
募
集
を

一
定
期
間
行
わ
な
け
れ
ば
行
け
ま
せ
ん
。

政
府
か
ら
許
可
を
受
け
た
後
は
、
送
り
出

し
か
ら
受
入
れ
に
至
る
過
程
を
政
府
が
管

理
す
る
こ
と
で
、
日
本
よ
り
短
期
間
で
行

く
こ
と
が
で
き
結
果
、
費
用
も
安
く
済
む

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
工
業
系
の
産
業

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
建
設
業
・
農
業
・

畜
産
業
の
求
人
が
日
韓
共
に
多
い
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

地
元
の
新
聞
記
事
で
は
、
特
に
畜
産
業

の
人
気
が
高
く
、
そ
の
理
由
は
、
同
じ
賃

金
で
も
労
働
強
度
が
相
対
的
に
低
く
、
労

働
者
と
し
て
の
熟
練
度
が
求
め
ら
れ
な
い

た
め
だ
と
説
明
し
て
お
り
ま
す
。

賃
金
に
関
し
て
も
、
岩
手
県
で
働
く
実

習
生
と
の
比
較
で
は
、
韓
国
で
働
く
労
働

者
が
７
万
円
程
度
多
く
手
取
り
を
貰
っ
て

い
る
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
韓
国
で

は
住
居
が
無
償
で
提
供
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
そ
の
辺
の

影
響
も
大
き
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

歴
史
的
な
円
安
も
含
め
、
色
々
な
意
味

で
踏
ん
張
り
ど
こ
ろ
で
す
。
須
藤
康
則

一
方
、
韓
国
で
は
正
規
の
滞
在
資
格

の
な
い
不
法
滞
在
の
外
国
人
も
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
本
年
度
に
は
約
４
２
万
人

と
過
去
最
多
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

不
法
滞
在
の
外
国
人
を
安
い
賃
金
で
違

法
に
雇
用
す
る
ケ
ー
ス
も
後
を
絶
た
ず
、

問
題
の
温
床
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

地
域
、
業
種
別
の
最
低
賃
金
の
な
い
韓

国
な
ら
で
は
の
問
題
と
伝
え
て
お
り
ま
す
。

技
能
実
習
制
度
に
代
わ
る
外
国
人
材

受
入
れ
制
度
「
育
成
就
労
」
を
創
設
す
る

入
管
難
民
法
な
ど
の
改
正
案
は
、
２
８
日

の
参
議
院
法
務
委
員
会
で
趣
旨
説
明
と
質

疑
が
行
わ
れ
実
質
審
議
入
り
し
ま
し
た
。

改
正
案
は
衆
議
院
を
通
過
し
て
お
り
、

参
議
院
で
の
審
議
を
経
て
今
国
会
で
成
立

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
７

年
に
施
行
と
な
る
見
通
し
で
す
。

政
府
は
、
３
月
２
９
日
に
「
特
定
技
能
」

外
国
人
の
受
入
れ
枠
の
上
限
数
や
分
野
の

追
加
に
つ
い
て
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

自
動
車
運
送
業
等
、
４
分
野
を
追
加
す

る
方
針
で
現
在
の
１
２
分
野
か
ら
１
６
分

野
に
拡
大
し
、
新
年
度
か
ら
５
年
間
の
受

入
れ
見
込
み
数
は
最
大
で
８
２
万
人
に
設

定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
既
存
分
野
か
ら
の
変
更
内
容
は

「
素
形
材
・
産
業
機
械
・
電
気
電
子
情
報

関
連
製
造
業
」
か
ら
「
工
業
製
品
製
造
業

分
野
」
に
名
称
変
更
。
新
た
に
７
業
務
区

分
、
（
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
・
陶
磁
器
製
品
製
造
・

紡
織
製
品
製
造
・
縫
製
・
Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
・

印
刷
・
製
本
）
を
追
加
、
ま
た
、
既
存
の

業
務
区
分
に
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
金
属
製
品
塗
装
、
こ

ん
包
関
連
の
事
業
所
を
新
た
に
含
め
る
よ

う
、
上
乗
せ
基
準
告
示
を
改
正
予
定
。

そ
の
他
に
も
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
で
の
食
料
品
部
門
に
お
け
る
惣
菜
等
の

製
造
も
可
能
と
す
る
よ
う
、
上
乗
せ
基
準

告
示
を
改
正
予
定
。

技
能
実
習
２
号
移
行
対
象
職
種
の
「
家

具
製
造
」
「
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
」
等
、
現

時
点
で
対
象
外
に
な
っ
て
い
る
職
種
が
あ

る
点
は
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

入
社
日

２
０
２
４
年
４
月
１
５
日

グ
ェ
ン

フ
ュ

タ
ン
（
３
１
歳
）

２
０
２
２
年
３
月
に
日
本
の
大
学
を
卒

業
後
、
通
訳
・
翻
訳
を
中
心
と
し
た
社
会

経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
他
の
監
理
団

体
で
の
経
験
も
あ
り
即
戦
力
と
し
て
期
待

の
星
で
す
。
他
の
社
員
同
様
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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東
日
本
経
友
会
通
信

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
韓
国
人
気
、日
本
不
人
気
な
ん
で
？

特
定
技
能
に
移
行
職
種
の
拡
大

一
方
で
不
法
滞
在
問
題

「
育
成
就
労
」法
案
が
実
質
審
議
入
り

新
入
社
員
の
紹
介


